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１．前提となる事実関係と動向１．前提となる事実関係と動向

（１）総人口と少子・高齢化（１）総人口と少子・高齢化

（２）社会保障関係の動向と課題（２）社会保障関係の動向と課題

（３）経済格差をめぐる動向（３）経済格差をめぐる動向

（４）雇用・労働関係（４）雇用・労働関係

総人口をめぐる動き総人口をめぐる動き
ーー２００５年から人口減少社会にー２００５年から人口減少社会にー
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人口が減少する都道府県の数人口が減少する都道府県の数

合計特殊出生率の推移と国際比較合計特殊出生率の推移と国際比較
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高齢化の急速な進展高齢化の急速な進展
ーー日本は高齢化のフロントランナーにー日本は高齢化のフロントランナーにー
（（20502050年の高齢化率推計年の高齢化率推計35.735.7％）％）
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注： 老年従属人口指数＝(老年人口／生産年齢人口)×100
資料： United Nations Population Division, World Population Prospects:The 2002 Revision (Population Database)

社会保障給付費の増加社会保障給付費の増加
ーー20032003年度で年度で84.384.3兆円にー兆円にー
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